
明治３７年６月印刷（横川）１/５万地形図
資料源
大日本帝國陸地測量部作成資料

資料１－①

《栗野地域拡大図》



栗野地域拡大図
資料源
大日本帝國陸地測量部作成資料

資料１－②

《明治３７年頃の様子》

勝栗神社

家屋が集中

栗野駅

分 析
明治３７年６月に印刷された地図を確認すると、栗野駅の周辺には水田

が分布しており、家屋は見られない。

役 場

栗野駅

水 田



平成１７年湧水町管内図
資料２－①

《栗野市街地拡大図》

《栗野駅前周辺拡大図》



栗野地域（駅前周辺）拡大図
資料２－②

分 析
平成１７年湧水町管内図によれば、栗野駅前には道路が整備され家屋が

密集する居住地が形成されている。

《平成１７年頃の様子》

湧水町発足（旧栗野町、旧吉松町合併）

勝栗神社

家屋が集中

栗野駅

役 場

栗野駅

居住地

新 町



防災マップ（栗野地域の災害リスク）
資料３－①資料源

湧水町防災マップ



栗野地域の災害リスク（詳細）
資料３－②資料源

重ねるハザードマップ

分 析
栗野駅前には道路が整備され住宅が密集する居住地が形成されている

が、防災マップ等で確認すると浸水想定区域等に指定されている。

栗野駅



明治２０年前後の市街地居住者分布図
資料４－①資料源

栗野町郷土誌

《明治２０年頃の様子（推定）》

士族共有金誓約証明簿（明治１６年）及び旧村絵図面、市街地附近の墓碑調査を参考資料とし、古老の言を聞いて作成したが、
脱漏や場所の不正確なため当時の市街地形成の概観図として眺めたい。

明治２０年前後の市街地居住者分布図



絵図記載事項の詳細

勝栗神社
徳元寺跡

明治３６年開通
駅周辺、沿線に家屋なし

栗野駅

家屋が集中

旧重要道路

水 田

資料４－②資料源
栗野町郷土誌

分 析

明治初期のこの地域は薩摩藩の重要な戦略拠点である松尾城、松尾城に
通じる交通路、神社仏閣が整備されている。明治２０年前後の市街地居住
者分布図によれば、交通路に沿って居住者が分布していたことが分かる。
また、栗野駅の北側では、水田が広がりこの時点で、居住地は形成され

ていない。

交通路

松尾城跡



昭和２９年（栗野）１/５万地形図
資料源
大日本帝國陸地測量部作成資料

資料５－①

《栗野地域拡大》



栗野地域（駅前周辺）拡大図
資料源
大日本帝國陸地測量部作成資料

資料５－②

分 析

昭和２９年には、栗野駅前に市街地が形成され、役場や郵便電信電話局
舎が整備されている。役場は松尾城の麓付近から移転したものと考えられ
る。この地形図には、大正１０年に開通した山野軽便線（後の山野線）の
軌道が描かれており、この時点で栗野駅は、２つの路線（旧鹿児島本線と
山野線）を結ぶ、重要なハブ駅に位置付けられたのではないか。

《昭和２９年頃の様子》

山野軽便線

旧鹿児島本線

栗野駅

役 場

栗野駅



線路の敷設された場所（栗野駅西側の様子）
資料６

浸水深より高く整備

《肥薩線の様子》

《栗野駅方向の様子》

《肥薩線の様子》

《栗野駅方向の様子》

高さ制限
２．３ｍ

丸池方面

至栗野駅

浸水深０．５～３．０ｍ未満

浸水深より高く整備
至横川駅

丸池川



現在の都市景観（栗野地域の様子（航空写真））
資料７

栗野駅

旧交通路

栗野庁舎

《令和６年頃の様子》

《 参考：昭和５０年頃の様子 》



栗野町先史時代遺跡分布図
資料８－①資料源

栗野町郷土誌

《栗野町先史時代遺跡分布図》



栗野地域（駅前周辺）拡大図
資料８－②

分 析

栗野町先史時代遺跡分布図によれば、当該地区では低地部より一段高い

場所に縄文遺跡、弥生遺跡が分布しており、生活の拠点は低地部を避けて

いたのではないかと推測できる。

資料源
栗野町郷土誌

諏訪②

諏訪①

弥生遺跡

縄文遺跡

栗野駅

栗野駅

高台にあった遺跡《諏訪遺跡》

諏訪遺跡



栗野町墓地所在地
資料９－①資料源

栗野町郷土誌

《栗野町墓地所在地》



栗野地域（駅前周辺）拡大図
資料９－②資料源

栗野町郷土誌

分 析

栗野町墓地所在地を確認すると、主要な神社仏閣を含め、少し高い場所

に所在している。

  当該地区では松尾城周辺、下場等に墓地を確認できる。

栗野駅

下 場

《開拓者等の新墓は除く》

卒塔婆・丸池



栗野町内の「山城」「とりで」に関係ある字名
資料10－①資料源

栗野町郷土誌

《栗野町内の「山城」「とりで」に関係ある字名》



栗野地域（駅前周辺）拡大図
資料10－②資料源

栗野町郷土誌

分 析

栗野町内の「山城」「とりで」に関係ある字名によれば、松尾城や陣ガ
岡等の緊要地形を取り囲むように、外堀、内堀、栫等の字名が記されてい
る。本来、松尾城、陣ガ岡、城ガ鼻は、堅牢な場所で災害のリスクが少な
かった場所と考えられる。これらの緊要地形を囲むように堀や栫が作られ
これに至る交通路が整備されたものと判断できる。

栗野駅

松尾城 外 堀内 堀

堀 切

栫

緊要地形



栗野駅周辺地域の変遷
参考資料

《明治３７年頃の様子》

《昭和５６年頃の様子》

《平成１７年頃の様子》

《旧鹿児島本線開通翌年》 《旧吉松町・旧栗野町合併年度》

《山野線廃止７年前》

旧鹿児島本線

肥薩線

肥薩線

山野線



栗野町中心部の様子

ＮＴＴ

山野線

合 庁

法務局
職 安

ヤマハ稲留紡績
人口：9,082人 世帯：3,165世帯

参考資料

《栗野町振興組合所在略図（中心部）》
昭和６２年１２月頃の様子

資料源
九州住宅地図発行所資料
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